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ＰＥＲＳＥＡＳ概要と市立赤平総合病院との出会い

　札幌市立大学デザイン学部 2 年次生藤原大記と札幌市立大学デザイン学部 2 年次生金田

隼が札幌市立大の正式なサークルとして結成。部員は１ 2 名。顧問は学生時代からデザイナー

として活動している札幌市立大学デザイン学部柿山浩一郎講師。サークルの理念は、「それぞれ

が自分のやりたい分野での成長を目指す。」

　大学に入り、何をすれば自分の成長につながるのか悩んでいた二人は、突如サークルを作る

ことを決め仲間を集める。その後たくさんの方にご支援いただき、市立赤平総合病院のポスター

制作や病院の方々、赤平市の方々との出会いを得る。

①まえがき

ＰＥＲＳＥＡＳのこれまでの活動
・２００９年度から一年間を通し、市立赤平総合病院の医師を募集するためのポスターを製作。
　（詳しくは後記する）

・副部長の金田隼が中心となり、札幌市大通公園で行われた NOLE ～世界一大きなクリスマス
　ツリープロジェクト～を開催。PERSEAS のメンバーも数名コアメンバーとして参加する。協
　賛金集めから、広報やデザイン、当日の運営まで行った。
・基本的には個人個人が学びたい分野について努力し、学外活動等を行っている。
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第一回ポスター製作

　市立赤平総合病院に医師を呼び込むための体験視察会への参加を増加させるためのポスター

を制作。PERSEAS としては初めての学外の活動となる。ポスターを制作したのは２名。市立赤
平総合病院と札幌市立大学が連携した活動ということで注目を集め、北海道新聞やテレビ番組
「朝ズバッ！」などのメディアへ出演。

②市立赤平総合病院ポスター制作プロ  
ジェクト第一回（春 ver.）

第一回赤平市視察会
   市立赤平総合病院の方々にご招待いただき、次回ポスター制作のための知識や、資料収集を

目的として赤平市への視察会を行った。病院の方々との交流を通し、病棟の案内や紹介も行わ

れ医療の現状について伺うことができた。
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第二回、第三回ポスター製作（コンペティション形式）

　第二回、第三回では PERSEAS のメンバーの参加を増やし、多くのポスターを制作。第二回か
らコンペティション形式にして、メンバー同士で高めあい作品の質が向上することを目指した。
コンペティションの審査員として、顧問の柿山講師、札幌市立大学看護学部スーディー教授、

市立赤平総合病院の方々、現役のプロのデザイナーなどに評価を頂き、製作者が各々反省と

フィードバックを行った。審査により上位になった作品は、全国での広報活動に使用された。

③プロジェクト第二回、第三回（夏、
秋 ver.）

第二回赤平視察会、交流会
第４回目のポスター制作に向けて、写真撮影や現地の調査を行うために再び赤平市へご招待し

ていただいた。第４回目が当プロジェクトの最後となるため、赤平市の方々との交流を深め、

人や町とより親密になり、赤平市や病院について話し合った。
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○第二回作品

○第三回受賞作品
　第三回では、第二回のコンペティション形式に加えて、ウェブ上での評価も行った。そして、
市立赤平総合病院が理想とする医師像をターゲットに設定して、実際にどのような医師を求め
ているのかを積極的に提示し、伝わるように努めた。

　第二回では、作品を作る際に過去定められていなかったターゲットとなる医師像を想定し作
成した。各自がそれぞれ定めたターゲットにより効果的な表現やデザインを目指した。
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第四回ポスター製作（学内コンペティション形式）

　過去三回のポスター制作や視察会を通し学んだことを活かし、作品の数や質を過去最高にす

ることを目標にして、学内コンペティション形式をとった。札幌市立大学デザイン学部の１，
２年生がポスターを制作し、それを１）ウェブページ上のアンケートと２）市立赤平総合病院
での紙上アンケートを通し評価を得た。札幌市立大学デザイン学部・看護学部の教員、学生、
市立赤平総合病院の職員や来院された方々、赤平市役所の方々、その他多くの 背景をもつ評価

者からの投票を集めた。最終的に２００を超える投票があった。

④プロジェクト第４回（冬 ver.）
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⑤当プロジェクトの成果
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１、一年間ポスターの製作を通して市立赤平総合病院と札幌市立大   

　　学の間に大きなつながりが生まれた。
２、メディア等の出演や広報活動を通して市立赤平総合病院と赤平

　　市、札幌市立大学の認知度が上がったと期待できる。
３、実際に市立赤平総合病院への問い合わせが増加した。
４、ターゲットを設定し製作した作品を多くの視点からの意見を含

　　めフィードバックすることによって、デザインすることについ
　　ての考え方が身についた。
５、第二の故郷ができた。

今後の展開について

　ポスターの製作については今回をもって終了となるが、両者の間にできたつながりや経験、

成長した部分を活かして、今後も市立赤平総合病院や赤平市にとって自分たちにできること、

自分たちにしかできないことを見つけ、力を発揮したい。

一年を通した活動の成果
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第一回ポスター

⑥第一回作品と、第二回・三回・四回
での最優秀作品
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受賞されたポスター

○第二回受賞　札幌市立大学デザイン学部森谷桃伍

○第四回受賞　札幌市立大学デザイン学部森谷桃伍

○第三回受賞　札幌市立大学デザイン学部藤原大記

○第一回製作者

札幌市立大学藤原大記（左）

札幌市立大学金田隼（右）
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⑦新聞への掲載
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○読売新聞

○北海道新聞

○朝日新聞
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